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高田校区民生児童委員協議会
高田校区社会福祉協議会

文責 仲摩 延治
第29号  令和7年 2月 10日

葛田

令和 6年 4月 より、中村館長の後任として
高田校区公民館館長に就任しました堂園地

区の軸丸秀樹です。どうぞよろしくお願い

いたします。また、日頃より公民館活動にご

理解、ご協力をいただき感謝申し上げます。

就任をして 1年が経ちましたが、右も左もわからない状態の中で、主事
さんや地域の皆さんに支えられ、どうにか公民館の仕事や行事等を終え

ることがで きました。これまで、仕事をしていた ともあり、地域の行事

等に参加できていなかったため、地域の皆さんの顔と名前が一致せず戸
高田校区公民館 館長

惑いも多 くありましたが、これからの活動の中で、地域の皆さんとより親
軸丸 秀樹

しくなれるよう努力していきます。
この1年間の活動では、前年度に引き継いだことを実施することが精一杯でした。ただ、公民館は地

域の人権啓発の拠点でなければならないという思いもあり、人権に関するDVD上映会や講演会には
新たに取 り組むことができました。人権に関する取 り組みは毎年続けて、他には、命を守るための講

演会や若い年代から高齢者の方が楽しめる行事を取 り入れる中で、地域の交流を深められるような取

鼈  り組みも考えて行くつもりです。
|   これからも、地域の「生活文化の向上」と「社
は 一助を担えるよう努力していく所存です。
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会福祉の増進」に努め、明るく住みよい高田校区になる
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地域のお年寄りが健康で生き生き

と喜らせるように見守つてくださつ

ている東陽地域包括支援センターの

職員さんを紹介します。
地域包括支援センターは、地域で
喜らす高齢者のみなさんの

力饉・橿祉 G爆彊・饉朦の総合的

な相談窓国です。

場所は大分バス「高田南」バス停すぐそば サI中警響撻額√||‐ 1》奪瀞購
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幌介護予防教室の開催
やサロンや長寿会での講座   弯
瘍介護保険サービス利用について
瘍認知症サポート養成講座について

▲

さまざ議な種談ごと電憮鍼
鑢域づくりのこと璽嘔鍼

薇生活の困りことの相談(介護・家事など)

鶉包括支援センターのPR
は地域のネットワークづくり
時医療機関との連絡や研修
瘍ケアマネジャーさんとの連絡や研修
は高齢者の方の実態把握訪間
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瘍悪質な訪間販売の被害にあった

瘍財産管理に関すること

晰虐待にあつている、あっている人がいる

瘍足。腰が弱つてきたので不安がある

屹近所の高齢者の方が心配

磋もの忘れが心配
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育休中:今村悠生

センター長

窪田聖二
主任介護支援専門員

二重野るり子

社会福祉士

城築浩―
社会福祉士

衛藤邦恵
社会福祉士

芝田陽子

保健師

後藤未沙
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振り込め詐欺は迷惑電話防止電話機で撃退 !

悠 電話が鳴る前に警 告

鸞電話が鳴つている時に注意喚起
憔話している時に録音

録音しています

この通話は

迷惑防止ボタン

・県からの補助金があります。
1置後の維持管理は地区負担
なります。
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